
平成２６年６月１７日参議院文教科学委員会 

 

○松沢成文君 みんなの党の松沢成文でございます。 

 私は、今日のこの議題となっております学校教育法、国立大学法人

法の一部を改正する法律案、この具体論に入る前に、そもそも日本の

最高学府大学のどこに問題があるのか、この根本的なところが私自身

もまだつかみ切れていないんです。やはり、ここをしっかりつかまな

いと具体的な改革案というのはやっぱり成案を得られないと思うんで

すね。ですから、今日はちょっとそもそも論というか基本的なことか

らお聞きしますので、大臣、局長、副大臣、ちょっと通告にないこと

を聞いたら、その感想でもいいですから、是非とも答えていただけれ

ば有り難いというふうに思います。 

 まず、安倍総理も、成長戦略の一環として、世界に勝つ大学をつく

っていくんだと大きな目標を掲げているわけですね。これを聞けば誰

も反対する人はいないと思うんです。 

 私も、いつもよく新聞に世界の大学ランキングとか載りますね。こ

の一番有名なのがタイムズ・ハイヤー・エデュケーションというとこ

ろが出している、これイギリスの高等教育専門誌だそうですが、ここ

の大学ランキングというのが有名で、毎年秋に出るわけなんです。そ

れで、毎年見るたびに、もう日本人として本当に、ええっ、何でかな

と思うぐらいに日本の大学の評価が低いんですよね。ベストテンに当

然入っていない。ベスト二十にも全然入っていない。ベスト五十にも

一つも入っていない。東京大学がまあ二十三位に入っているんですが、

京都大学が五十二位ぐらいでしたね、昨年十月のやつでは。それで、

ベスト百に日本の大学が五つしかないというのが実態なんですね。 

 多くの国民の皆さんも、私もそうですが、日本人はすごく勤勉だと

思っています。それで、日本の技術や産業もやっぱりこれはもう世界

に冠たるものだという自負もあると思います。なぜ、ここまで先進国

として世界を、世界の経済をリードしてきた日本、その日本の大学が

世界的な視野から見るとほとんど評価されていない、あるいは優秀な

大学を日本からつくり切れていないということに非常に大きなショッ

クを覚えるんですね。 

 そもそも論として、大臣、日本の大学の評価がここまで低い、この

日本の大学の低迷の原因というのは一言で言うとどこにあるとお考え

でしょうか。 

○国務大臣（下村博文君） 一言で言うのは難しいんですけれども、
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今、アベノミクスによって、特に三本目の矢というのは長期的な戦略

が必要だと思いますが、科学技術イノベーション等によって、新たな

我が国におけるほかの国に負けないような新産業を育成していくと。

そのための科学技術イノベーションというのはこれは政府としても急

務だと思いますが、問題はそれを支えるための、つまり高度な教育を

受けた人材力がなければ、実際はそういう受皿として新産業を育てて

いくというわけにはいかないわけであります。しかし、大学がそこま

でのものになり得ているのかということについては、そうでないとい

う御指摘であります。 

 現状、我が国の大学は、大学生の学習時間がアメリカの学生の二分

の一以下である、社会の期待に十分応えていないと、また、御指摘あ

りましたが、世界大学ランキングなどからも国際的な評価が低いと、

こういう状況ですが、その原因としては、一つは、入学前に本来大学

で学ぶために必要な学力が身に付いていない。今の日本の大学の四割

ぐらいが高校以下の補習授業をしているという実態があるわけであり

ます。また、大学に入学すること自体、そのことが目標となってしま

っていて、入学後の学習に対するモチベーションが弱いと。 

 それから、大学において主体的な学習を促す工夫などの大学教育の

質的転換が十分進んでいないと。つまり、学生の問題がありますが、

それ以上に大学側としてそれの受皿がきちっと教育的になされている

のかということについて、ところてんのように大学はレジャーランド

化されているのではないかというのは随分前からの話でありますが、

そういう学問としての、学園として組織体系、対応できているのかと

いう問題。 

 それから、そもそも就職の際に大学での学習成果が社会として評価

余りされていないと、こういうこととか、あるいは、国際的に見て留

学生や国際共著論文が少ないなど、日本の大学の国際化が遅れている。

あるいは、社会人の受入れや地域の産業界との連携が十分でない。こ

れは、日本の大学は二十五歳以上の学生の割合は二％で、ヨーロッパ

はもう二〇％を超えているという中で、社会人の学び直しの受皿にも

なっていないし、地域の産業のニーズの受皿にもなっていない。それ

から、各大学の特色や強みを最大限に生かすための学内組織の改革等

がスピード感を持って行われていない。数え上げれば切りがないと思

いますが、こういう問題があるというふうに考えております。 

 社会経済、グローバル化が進む中で、大学が今のままでは日本が世

界の中で発展をしていくことはできないというふうに考えます。我が



国の大学が真に社会の期待や要請に応えるものとなることにより、ま

たそのような強い危機感を持って大学の再生に取り組むということが

大学にも、また日本社会にも求められていることであるというふうに

考えます。 

○松沢成文君 今大臣にもう六つ、七つの日本の大学の低迷の原因を

挙げていただきましたが、聞いていて、それぞれに、なるほどそれは

そのとおりだなという感想を持ちました。 

 それで、吉田局長、先ほどもお答えになっていたので、ちょっと通

告にはないんですが、局長の分かる範囲で教えていただきたいんです。 

 この大学ランキングは五つぐらいの指標があって、一つは教育、二

つ目は研究、三つ目が論文被引用ですね、論文がどれだけ使われてい

るか、それから産業界からの収入、そして国際性と、この五つの分野

で評価しているらしいんですが、具体的に、実は、この大学のランキ

ングの評価を見ますと、何とベスト百の中の四十六の大学がアメリカ

の大学なんですね。だから、アメリカというのは確かに大国で人口も

多いわけですが、アメリカの大学というのは世界の中で圧倒的に強い

わけです。もっと言えば、このベストテンは全部アメリカとイギリス

の大学です。それ以外入れないんですよね。 

 具体的に日本の大学とアメリカとイギリスの大学を比べて、先ほど

申し上げた教育、研究、論文の被引用、それから産業界からの収入、

国際性、アメリカの大学はこういうところが強い、日本の大学はこう

いうところが弱い、だからこれだけ差が出ちゃっていると、こういう

見方ができるのかなと思うんですが、どうでしょうか、その辺りの見

解を伺いたいなと思います。 

○政府参考人（吉田大輔君） タイムズ・ハイアー・エデュケーショ

ンのランキングは、委員御指摘のように、教育、論文引用、研究、国

際、産学連携という五つの指標に基づいて評価をしております。 

 これを特にアメリカの大学と日本の大学とを比較した場合に明らか

に差があると考えられますのは、一つは国際面でございます。それか

らもう一つは、論文引用というところでございます。国際共著論文の

割合なども日本はまだまだ不十分でございまして、そういうところが

論文引用の低さというところに表れてきているんだろうと思います。 

○松沢成文君 大臣、あともう一つ私が気になるのは、この日本の大

学でトップ百に入る大学は、東大、京大、阪大、東北大とか全て国立

大学なんですよね。日本にはもう明治の頃から優秀な私学がたくさん

育ってきていると思うんです。実は大臣も私も私学の出身ですよね。 
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 それで、なぜ日本の私学の評価はこんな低いのか、ここも私分から

ないんです。国立に比べて私学の力がなぜこんなに弱いのか。この辺

りは、大臣、どんなふうに見ておられます。 

○国務大臣（下村博文君） まず、先ほどの日米の比較で、そもそも

別にアメリカナイズするような大学に日本がする必要ないじゃないか

と、物差しをアメリカに合わせる必要はないじゃないか、日本は日本

で独自の物差しを作ればいいんだと、ベスト百に違う枠で日本の大学

が入るような物差しを作ればいいじゃないかという話が衆議院でもあ

ったんですが、私、アメリカの大学と日本の大学の、日本の国立大学、

私学含めてですが、どこが問題なのかということについて、昨年の秋

に利根川進さん、ノーベル賞受賞されて、アメリカの大学で拠点を置

いて研究されているんですが、私が大学改革をするということで関心

があるということで、訪ねてこられたんですね。そのときに利根川さ

んが言われていたことが端的だと思っているんですが。 

 例えば、日本で一番難しいのは東大の医学部だろうと。しかし、こ

の百年間でノーベル賞受賞者が何人出ていますか、ゼロですねと。自

分の関係のあるシカゴ大学は東大の医学部ほど、あるいは東大ほど、

入るのは実際難しくないと。しかし、シカゴ大学の学部生だけで六十

九人がノーベル賞を受賞していると。それはそもそもアドミッション

ポリシーが違うんだと。東大だけじゃありませんが、日本の大学とい

うのは十八歳の、入るときの学力のピークを評価をするという試験の

仕方をしているけれども、シカゴ大学は、アメリカの大学は入ってか

らどれぐらいその学生は伸びるのかという伸び代、それは要するに学

生が何のために大学に入りたいのかという志、それからその学生が社

会へ出てどんな役に立ちたいのかという貢献度、そういう学問に対す

る渇望感というか、意欲といいますか、志、それをトータル的に見る

から、学力だけの判定テスト、日本の入学試験のような形を取っても、

それはノーベル賞受賞者が出るという物差しは全然違うと。 

 そもそも、大学入学試験の物差しが違うし、大学で何をするかとい

うアドミッションポリシーが違うから、結果的に四年間でそれだけの

差が付くんだと。まさに今、日本の大学でも求められているところは

そういうことだと。私学においても国立大学においても、日本の大学

が、じゃ、それだけの世界的なグローバル社会におけるアドミッショ

ンポリシーを考えてやっているのかというと、やっぱりこれまでの井

の中のカワズ的な部分から脱却できない部分がある、それが世界ラン

キングでもどんどん停滞している理由でもあるというのが言えるんじ
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ゃないかと思います。 

○松沢成文君 次に、大学には学生がたくさんいるわけですね。学生

をいかに教育をし、また、学生も教授も力を合わせて研究活動も成果

を上げていかなきゃいけないんだと思いますが、この学生を大学は集

めて教育をするわけですけれども、最高学府の大学に、じゃ、日本の

子供たちが成長していって、どれぐらいの子供たちが大学に行くべき

なのか、つまり大学進学率ですよね。 

 私なんかが学生の頃はまだ三〇％をちょっと超えたぐらいだったと

思います、三割ぐらいでした。ところが、今や五割ですよね、五〇％。

ピーク、三、四年前にあって、五二％まで行ったんですが、今五〇％

ぐらいまで落ちていますが、先進国日本として、ＯＥＣＤの中で日本

よりも大学進学率が高いところ、あるらしいんですね、結構。ただ、

五〇％です、今。この大学進学率というのは、五〇％、大臣はこれぐ

らいでいいとお考えか、それとももう少し絞って、本気で大学で学ん

で、やる気のある学生に絞るべきだから二、三割でいいとお考えなの

か、あるいは、もっともっと大学に子供たち行ってくれなきゃ、これ

から少子化社会で学生減っちゃうし困るから、大学進学率は上げるべ

きなのか。どんなふうに考えていらっしゃいますか。 

○国務大臣（下村博文君） 二〇一一年の調査で、日本の大学進学率

は五二％です。ＯＥＣＤ平均が六〇％。ですから、日本はかなり高学

歴の国であるというイメージは、かつてのもうイメージであって、実

際、ＯＥＣＤ諸国よりは大学進学率は低いと。ちなみに、韓国やアメ

リカはもう七〇％を超えていて、世界最高の大学進学率はオーストラ

リアの九六％なわけですね。私は、先ほど、科学技術イノベーション

とこれから新産業の育成とを図っていくという意味では、高度な教育

力を、やっぱり人材育成として育てていかなければ、それを支えると

いうことにはならないと思います。ですから、大学の質と量を両方高

めていくということがこれから必要であるというふうに考えます。そ

のためには、少なくとも韓国やアメリカ並みの大学進学率は、これは

当然考えるべきだというふうに思います。しかし、そうすると付いて

いけない学生がどんどん増えるだけではないかということにもなって

くるわけですから、先ほどのアドミッションポリシーを含めた高校以

下の教育についても、これは学力だけではありませんが、学ぶ意欲を

含めた、我が国がしっかりとした高等教育についての改革をしていか

なければならないというふうに思いますし、また、実はほかの国の、

ＯＥＣＤでも進学率が高いというのは、日本でいう専門学校とか専修
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学校が三年以上のところはそこに入っているというところもあるんで

すね。日本は二年ですから入っていないと。 

 ですから、その専修・専門学校を入れれば、実際我が国でも七〇％

を超えるという数字もあるわけでありまして、こういう学校に対して

大学と同じような高等教育機関として位置付けをしていくというよう

なこと、あるいは大学そのものの質と量を増やすというようなことを

することによって高度な人材力を育成していくということが経済発展

をしていくという意味においてもこれは必要なことであるというふう

に考えます。 

○松沢成文君 アメリカなんかでは、経営学修士ですか、ＭＢＡみた

いな、一般の学士から大学院も含めた充実を図っているというふうに

聞いていますけれども、学士、勉強してとにかく大学卒という資格を

取るだけじゃなくて、実学としてその上の大学院教育というのを、単

に学者をつくるための大学院じゃなくて実学の世界で活躍する人たち

をつくる大学院というのが非常に充実しているように私は見受けられ

るんですけれども、そこに世界中から優秀な人たちが集まって切磋琢

磨しながら、またそこで学んで母国に帰って活躍をしているみたいな

のができていますね、人の流れとして。 

 日本は、今後、大学院を、今までの修士というアカデミックな単位

を取るだけじゃなくて、実学を教えてリーダーをつくっていく、こう

いうような大学院教育というのも日本にももっともっと必要じゃない

かと思うんですが、大臣はいかがお考えでしょうか。 

○国務大臣（下村博文君） おっしゃるとおりだと思うんですね。 

 日本で、企業が大卒と大学院卒で、今御指摘がありましたようなＭ

ＢＡとか、そういうことでの評価をしているかというと、日本の企業

はもうほとんどしていないに等しいのではないかというふうに思うん

ですね。それは、企業側の問題というよりは、やっぱり大学側がそれ

だけ即戦力なり、大学生よりは大学院生の方が企業や社会に対して間

違いなく貢献するだけの人材、これはいろんな分野が想定はされます

けれども、それを育成して送っているというふうになっていない部分

があって、それが日本においては大学院卒というのが正しく正当性を

持って評価されていない、あるいは、そもそもそれだけの即戦力とし

て大学院側が、あるいは大学側が学生を企業側から見たら育てていな

いと、こういうような問題があると思いますから、その辺、我が国の

高等教育においては課題があるというふうに思います。 

○松沢成文君 先ほどの大学進学率の問題に戻りますが、大臣として
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は、ＯＥＣＤ諸国を見ても六〇％、七〇％、アメリカ、韓国あるわけ

で、日本もそれぐらいを目指していいんじゃないかというニュアンス

があったわけなんですが、これから少子化がどんどんどんどん進みま

すよね。そうすると、日本の経済がどっと大きくなるに従って大学も

どんどん増えてきたわけですが、この少子化で学生数ががたんと減っ

てきて、恐らく学生を集め切れずに経営難に陥っていく大学がこれか

らどんどん増えてくると思うんですね。 

 現に、これはちょっと例が悪いかもしれませんが、法科大学院も、

もちろん法曹関係者を増やしたいという、そういう国の意思があって、

あれは国家資格でありますから、法科大学院をつくったけれども結局

勝ち組、負け組できてしまって、もう負け組の方は人も集まらない。

もういよいよ淘汰の時代に入っているわけですよね。これが大学その

ものにもやってくるんじゃないかと思っています。もう既に始まって

いるのかもしれません。そのときに、文科省として、あるいは大臣と

して、この大学の統廃合について何か対応をしていくべきだと考えて

いるのか、それとも、これは自由競争なんだから駄目な大学は潰れて

いくのも仕方ないでしょうというふうに見ていくのか、その辺の戦略、

考え方はどんなふうにお持ちでしょうか。 

○国務大臣（下村博文君） 御指摘のように、少子高齢化の中で十八

歳人口は減って残念ながらいかざるを得ない、現状ですとですね。そ

ういう中で、既に大学の四割近くがもう定員割れしていますから非常

に厳しくなるということでありますので、現状どおりの経営をしてい

ったら国立大学であっても統廃合の憂き目に遭わざるを得ないという

ところがこれから出てくるというふうに思います。 

 ただ私は、悲観論ではなくて、先ほど申し上げましたように、大学

の質と量を両方充実をしていく必要があると考えているのは、必ずし

もその学生対象は十八歳人口に限る必要はないのではないかと。つま

り、社会人の学び直し等ですね。 

 これは大学側の問題もあるし、日本社会全体の問題もありますが、

例えば女性の活用で、優秀な女性であっても、結婚して出産して子育

てしてそして社会に戻って働こうと思っても、パートとかアルバイト

しかなかなかないという状況があるわけですね。そのときに、もう一

度その能力を生かしてスキルアップのために例えば大学や大学院に入

り直すとか、専門学校、専修学校でもいいですけれども、入り直すと。

そういうことを学ぶ機会があれば、これはもう男性よりもはるかに即

戦力で、三十、四十代あるいは場合によっては五十代になっても社会
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で働ける、そういう女性もたくさんおられるというふうに思いますし、

それは女性だけでなく、今再就職しようと思ったら、結果的にはそれ

がステップアップではなくてドロップダウンになってしまうと、前よ

りも給料が減ってしまうということも多いわけですね。それが一旦、

社会人の学び直しで、そういう教育機関でスキルを、あるいは学力、

勉強して能力を高めて社会にまた入るというような、高齢者の方々も

そうですが、そういう高等教育機関が、受皿としてこれから考えてい

く。それから外国人留学生もそうですけれども。 

 ですから、必ずしも人口が減っていくから大学はもう厳しくなって

統廃合になるということじゃなくて、その大学の教育、研究方針、経

営方針によって、逆に十分なチャンスの時代にもなるのではないかと

いうふうに考えます。 

○松沢成文君 すばらしいポリシーだと思います。 

 もう一方、大学の先生方、教授陣なんですが、私が言うのは僣越で

すけれども、でもちょっと日本の今の大学の教授陣は、果たして大学

教授というレベルにある方なのかなと思う方も多々見受けられるんで

すね。ある方に言われたんですが、大学の教授になるのが日本で一番

簡単なんだと。小学校も中学校も高校も資格試験があるから、教員試

験に通らなければ教員になれないけれども、大学は大学が欲しいと言

えばその人は教授なんですね、もう、請われれば。 

 果たしてこれでいいのかという問題意識の方がいらっしゃいました

が、大学も人が集まらなければ有名なタレントさんでも教授にして学

生を集めたいなという誘惑に駆られるのかもしれません。ただ、私は、

客員教授であれば、そういう有名な方を集めて生徒を集めていこうと

いう戦略があってもいいと思うんですが、やはりいざ教授となったら、

やっぱりアカデミックの世界に貢献できる資質がない人は、これ教授

となっても困ると思うんです。 

 そこで、例えば国が、これは私学にまでできるかは大きな問題です

けれども、その大学教授たるべき資質について何か方針を示すなりし

ないと、ほとんどアカデミックな勉強をしていない方が、単にほかの

理由で教授に抜てきされて、とにかく人集めに使われるみたいなこと

も最近多々見受けられて、これが日本の大学の質の低下につながって

いるんじゃないかという危惧を私は持っているんですが、大臣はその

辺りいかがお考えでしょうか。 

○国務大臣（下村博文君） これは、日本の学生がアメリカの学生に

比べて半分ぐらいしか学習時間が少ないと。しかし、日本の学生がそ
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れだけ愚かではなくて、システムの問題がある。同じように、日本の

教授も優秀な方もおられますが、やっぱりシステムの問題ってあるん

じゃないかなと思うんですね。 

 多分、同じぐらいの時期ですから、大学へ行って、その大学の教授

が十年前から同じ講義録を持って板書していると。それ、当時は当た

り前のようにしか見ていませんでしたから、先輩からノートをもらっ

て、授業へ出ていなくてもそれだけ勉強すれば単位が取れたという時

代がありましたが。さすがに今は少し変わってきたかもしれませんが、

しかしそれが象徴で、一旦教授になったらずっと保障されているとい

うことが結果的に自ら努力をするような形になっていない部分があっ

て。 

 しかし、それを国がなかなか測っていく基準というのは難しいこと

だと思いますので、大学側がやっぱりより優秀な教授をいかに国内外

から集めてくるかと。これまで自分の大学の卒業生からしか教授にな

れないような閉鎖性の大学はさすがにちょっと減ってきたと思います

が、いかに優秀な学者を国内外から集めてこられるかという、まさに

これは大学のガバナンスの問題でもありますし、それは今回の大学の

ガバナンス法案にも物すごい影響していると思いますが、是非、アド

ミッションポリシーと同様に、大学がいかに優秀な教授が集められる

かどうか。ある意味で、大学における最大の、企業では商品は教授で

しかないわけですから、優秀な人をいかに集められるかということに

ついて各大学が競争し合う、それを世界中から集めると、そういう発

想になったときに日本の大学は大きく発展をしていく、そういうこと

にもつながってくるのではないかと思います。 

○松沢成文君 済みません。時間ですので終わります。 

 ありがとうございました。 
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